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アブストラクト 

 例えば、ランダムウォークのような確率的に時間発展する系を考える。与え

られた状況下で目的地に最初に到着する時間は、その系の特徴付けとして重要

な量であり、初期通過時間(FPT)として知られる。統計量としての FPTの計算手

法についてはきちんとした理論体系があるが、そのほとんどはマルコフ過程に

ついてのものである。それに対し、非マルコフ過程の FPT についての我々の知

見は驚くほど少ない。セミナーでは、非マルコフ過程の FPT 問題がなぜ重要な

のか、その解析において何が困難なのか、またそれを乗り越えるにはどのような

アプローチがあり得るのかについて、最近の我々の研究[1]を紹介する。 

 

[1] 阪本悠太氏（青山学院大学理工学部 M2)との共同研究 

 

 

 

 

○物性セミナーのページ 「駒場物性セミナー」で検索！  
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